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ＪＡグリーン長野営農販売部 

◆熟したサンふじは早期出荷を 

各産地の出荷量が増える１１月下旬以降は厳しい販売（特に下級品）となります。このため、有利販売に

は、小玉や下級品は早めの出荷が重要です。 

 

◆生産者庭先集荷の対応について 

事情により、流通センターに持ち込みできない方は、各流通センターにご相談下さい。流通センターでは、

生産者等への庭先集荷を行っておりますのでご相談ください。 

 

◆サンふじ「果面裂果」発生と荷受対応について〔重要〕 

各地で、サンふじに「果面裂果」が発生しています。 

特に日当たりのよい部位に発生が多い状況です。 

裂果したものは、カビや腐れ等の傷みにつながっています。このため、収穫が遅くなればなるほど、裂果と傷

みが発生する可能性があるため、次の点に注意をし、収穫を進めてください。 

 

１．収穫が遅れないよう、例年より早めの収穫を心がける。（過度に蜜入り等を求めない） 

  特に、日当たりの良い部位や弱樹勢を優先する。 

２．裂果した果実は、保管しておくと、傷みが進む。収穫時、微裂果でも、そこから水分が蒸散し、裂果が大きくなる

ばかりか、傷みが発生増加するため、早期出荷を心掛ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 また、販売対応として、下記の対応をいたします。 

１．生果用荷受 微裂果１㎝以内で、１か所。僅かに果肉が見える程度まで。 

          黒ずんでいない、茶色くなっていないもの。 

          生果用で、一緒に出荷ください。 

２）荷受期日：１１月２９日（金）まで ※各センター対応。 

※日が進む程、傷んでくるため、選り採りをして、早期に出荷ください。 

２．特別荷受 

１）出荷基準：微裂果１.５㎝以内で、２か所。僅かに果肉が見える程度まで。 

          黒ずんでいない、茶色くなっていないもの。 

          生果用で、一緒に出荷ください。 

２）荷受期日：特別荷受対応期間 ※各センター対応。 

※日が進む程、傷んでくるため、選り採りをして、早期に出荷ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔生果用荷受の目安〕 

１㎝以内 僅か果肉が見える程度まで 


